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＜概要＞ 

晶析は医薬品等の分離に用いられる重要な操作である。目的物質を単に固体として回収でき

れば良いわけではなく、様々な結晶特性を制御して、所望の品質の結晶を再現性良く製造しなけ

ればならない。当研究室ではこれまで様々な新規の晶析装置を提案してきた。 

１）微結晶溶解除去機構を装備した回分式晶析装置 

晶析中に発生する不要な微結晶を溶解する機構を有する回分式冷却装置。微結晶溶解機構

が外部循環式でないため洗浄が容易 

２）均一な微結晶を生成する連続式小型晶析装置 

難水溶性医薬化合物などでは結晶の微細化が望まれる場合がある。また、近年は製剤時に粉

砕工程を省略する事例が増えており、晶析だけで所望のサイズの結晶を製造する必要がある。

本装置は連続的に平均数 10µm の微結晶を作ることができる小型晶析装置である。 

３）核発生過程を制御できるマイクロ波照射晶析装置 

結晶のサイズや分布は核化のタイミングに支配される。溶液中で同時に核発生を起こさせること

で、均一な微粒子を生成させることができる。核化をコントロールするためにマイクロ波を使用す

る。 

 

＜アピールポイント＞ 

目的の結晶を得るために自由に設計を変更し、作製が可能である点 

 

 

＜利用・用途・応用分野＞ 

医薬品、化粧品、食品、化学品の結晶製造に関係する分野 

 

＜関連する知的財産権＞ 

なし 

 

＜関連するＵＲＬ＞ 

http://www.bioa.eng.osaka-cu.ac.jp/bce/ 
 

 

＜他分野に求めるニーズ＞ 
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